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１ 組織と役割    

『療育と関係機関・組織との連携』 

 

 

子ども家庭課 
子育て総合支援センター  『ゆめっこ』    

障害福祉課 

保健所 
健康推進課 保健センター すこやか相談所 
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 保育幼稚園課 
保育園 （公立園・民間園・認定こども園） 

児童クラブ課 

教育委員会 
教育相談センター 

公立幼稚園（３・４･５歳児） 
私立幼稚園（３･４･５歳児） 

ことばの教室 

注１：障害乳幼児療育スタッフ会議は大津市障害者自立支援協議会、発達支援療育スタッフ会議は子育て総合支援センターがそれぞれ統括を行っている。両スタッフ会議は、年間計画に基づき

合同開催等も行いながら、各関係機関・職種が適切な情報の共有、及び連携を図ることを目的として行われている。 

注２：やまびこ総合支援センターにおいて、居宅介護・相談支援事業、生活介護事業及び自立訓練事業を大津市の事業として社会福祉法人びわこ学園に委託し運営している。 

注３：療育前早期対応親子教室の主管は平成25年度まで健康推進課であったが、平成26年度より障害福祉課に移管され各療育教室が主催している。 

注４：やまびこ相談支援事業所は、市内の就学前児童の利用計画作成を担う。 

 

 

【児童発達支援センター】 大津市立やまびこ総合支援センター※注２ やまびこ園・教室  

【児童発達支援事業】    大津市立北部子ども療育センター  わくわく教室 

【児童発達支援事業】    大津市立東部子ども療育センター  のびのび教室 

【発達支援療育事業】                           のびのびランド 

【指定相談支援事業】     やまびこ相談支援事業所 ※注４ 

【発達支援療育事業】 ぱるランド ５広場 

療育前早期対応 

親子教室 ※注３ 

保健所 

子ども発達相談センター 
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『乳幼児期の発達支援システム』 

～誕生 ０歳児 １歳児 ２歳児 ４歳児 就学

発達支援
療育事業

　児童発達支援センター／やまびこ園・教室（週５日・２日）　＊訪問療育も実施
　児童発達支援事業／わくわく教室（週５日・４日・３日・２日）　＊訪問療育も実施　　・のびのび教室（週５日）

　　　　　　　　　　　　　　 私立幼稚園
＊公・私ともに保健センター、療育のスタッフによる発達相談
＊特別支援教育巡回相談事業への協力

３歳児

保育園
(公立・私立)保育園・認定こども園

○障害児保育/○「保育上配慮を要する子」

５歳児

総合保健センター ： 乳幼児健診 ： 4か月（医療機関委託）・10か月・1歳9か月・2歳6か月・3歳6か月児健診・赤ちゃん相談会、発達相談等

児童発達支援事業/ 民間事業所

発達支援
療育事業

*大津市単独事業　発達支援療育事業
　のびのびランド（週２日）さくらんぼ（年１３回）

保健

療育

ことばの教室
（紹介、保護者申し込み）相談、通級指導

公立幼稚園

療育前早期対応親子教室（各約10名）
３療育　４教室　開催各月１～２回程度

指定相談支援事業/ やまびこ相談支援事業所

子ども発達相談センター
（紹介、保護者申し込み）相談

教育委員会

小学校
（通常学級・特別支援学級）

特別支援学校

子育て総合支援センター　 ぱるランド（週１～２日）
＊要発達支援児が対象
＊大津市単独事業

子育て総合支援センター　発達支援療育広場
　５広場（月１～２回）
＊発達的な支援が必要と思われる児


